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1． アルゼンチン精神分析との出会い

その日わたしはレコレータ広場に面したカフェに座り、冷たい南
風がハカランダの枝を大きく揺らすのを眺めながら、グロリアの
「恋人」の話を聞いていた。父親ほどに年の離れた相手のことを彼
女は「わ

ミ ・ ア ナ リ ス タ

たしの精神分析家」と呼んでいた。「わたしの」という所有
格と「精神分析家」という職名の組み合わせに、当時のわたしは奇
妙な居心地の悪さを覚えたものだが、そればかりではない。大学で
知り合ったばかりの異邦人に「恋愛話」を聞かせた言い訳のように、
突如真顔になって肩をすくめると、「そうはいっても、転移と逆転移
で引き起こされた陽性感情にすぎないかもしれないんだけどね」と
独りごつように呟いて、話を切り上げたのである。
転移と逆転移。いずれも精神分析療法の過程で患

クライエント

者と治療者のあ
いだで起きる感情転移を意味する用語で、前者はクライエントから
治療者へ、後者は治療者からクライエントに対して向けられる感情
反応をさす。このときグロリアは、「恋人」への恋愛感情がカウンセ
リングの過程で生じた情動的な反応にすぎないかもしれないという
不安を、ほとんど初対面のわたしにむけて吐露したことになる。ち
なみに彼女は分析家でも心療の専門家でもない。どこにでもいる文
学好きの学生である。しかも話していたのは、昼下がりのカフェで
の他愛ない恋バナにすぎなかった。いわば女子トーク的な日常会話
に、唐突に差し挟まれた「転移」と「逆転移」という精神分析の専
門用語は、わたしを面食らわせるのに十分だった。このとき感じた
戸惑いを、その後のブエノスアイレス生活で幾度か思い出すことに
なる。
当時わたしは19世紀アルゼンチンの文化・思想史を研究するた

〈周縁〉精神分析考
̶アルゼンチン精神分析論のために̶

林みどり　HAYASHI Midori



42

境
界
を
越
え
て

めに、ブエノスアイレス大学の歴史学研究所に籍を置いていた。た
かだか本を読むためだけに地球の反対側まで行ってひとり暮らしを
していたに等しいわけで、何につけ効率が優先される現在からすれ
ば、いつの時代の話かと首を傾げるむきもあろう。めざましいメデ
ィア環境の進歩と効率主義が生活環境になったいま、学位をとると
いった明確な目的もなく研究対象の国に何年か滞在し、ただ漫然と
街を歩きまわり、本を渉猟し、研究所の図書室に通い、映画を見、研
究会や集会に出て友人たちと雑談したり議論したりするなど、非効
率このうえない無駄のように思われるかもしれない。たしかにあの
ころ図書館や文書館に足繁く通って読んだ本や、古書店から古書店
へ探しまわってようやく手に入れることができた雑誌が、いまでは
日本にいながらGoogleブックスで一発検索でき、かなりの稀少本
も現地の本屋から取り寄せ可能になった。やろうとおもえば調査相
手へのインタヴューさえ、web会議ツールを使って実現可能な時代
になった。
だが、これもまた月並みの常套句ではあるが、やはり直接現地に

いってみないとわからないことが山ほどある。目的志向的な行動か
ら排除されてしまう出来事─タクシー運転手とのやりとりや、偶
然耳に入ってくる隣のテーブルの人たちの会話、伝統的な本屋の奥
のカウンターにかならずといっていいほど座っている博識な老書店
員との立ち話、立ち食いピザ屋のテレビ画面、キオスクの店先に積
まれている大衆雑誌、街中で見かける映画ポスターや看板、地下鉄
構内に流れているAMラジオ、路上に舞っているアジビラ─との
遭遇。じつにどうでもいい日常的なインタラクションから、研究対
象の社会や文化をめぐる問いが生まれてきたりするのである。ひと
つの研究課題や研究テーマのきっかけは、小さな違和感や気づきの
積み重ねのなかにあるとわたしは思う。〈アルゼンチン精神分析〉
との出会いの場合もそうだった。
一見無為な留学先でのひとり暮らしのなかで、わたしがアルゼン

チンの、というよりブエノスアイレスという街に生きる人々に特有
の─「転移」という言葉に象徴される─思考の「癖」のような
ものに気づくまでに、さほど時間はかからなかった。事あるごとに
開かれるペロニスタ（ポピュリズム政党「ペロン党」の支持者）の集会で
叩かれるボンボ（大太鼓）の音や、過去の軍事独裁政権下での人権侵
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害加害者を告発するグラフィティに、耳も目も慣れはじめた頃のこ
とである。あるときわたしは、ブエノスアイレスの都市文化に遍在
する精神分析の巨大なプレゼンスにいまさらながら気がつき、それ
まで意識化できなかったこと自体に驚いた。あらためて注意して周
囲を見回してみると、それまで何気なく通りすぎていた駅のキオス
クには、精神分析やサイコセラピーの大衆向け雑誌が置かれ、本屋
のショーウィンドウにはフロイトやラカンの新しい伝記が並べられ
て、通行人たちが見入っている。テレビをつければ著名な精神分析
家がトーク番組のホストをつとめていて、ゲストの女優とエディプ
ス・コンプレックスについて話している。ラジオでは分析家による
リスナー・カウンセリングがオンエアされていて、タクシー運転手
が熱心に耳を傾けている。映画や演劇の脚本やキャストには、脚本
家や俳優と並んで分析家が名を連ねているのである。
メディアや文化産業での露出にとどまらない。精神分析のプレゼ

ンスは日常生活の端々に感じ取ることができた。精神分析の用語を
借用したネオロジズムが良い例である。アルゼンチンでは、「ヒス
テリー」（histeria）に由来する動詞“histeriquear”や、「サイコパス」
（psicópata）を動詞化した“psicopatear”といった俗語が人口に膾炙
し、ティーンエイジャーから主要な全国紙にいたるまで広く用いら
れている。どちらもスペイン王立アカデミー辞典には収録されてい
ない隠語の一種で、言語学的には「ア

ア ル ヘ ン テ ィ ニ ス モ

ルゼンチン語」に分類されて
いる 1。国境を接するウルグアイやチリを別とすれば、同じくスペ
イン語を使用する他のラテンアメリカ諸国やスペインではほとんど
使われていないらしい。
中産階級に限らず、精神分析はアルゼンチン社会の幅広いセクタ

ーで現実のさまざまな側面を理解するための解釈体系になっている
とされるが、これらの言語使用にもそれは現れていよう。グロリア
との会話のなかに異物のように差し挟まれた「転移」といった言葉
や、「転移」というタームに表されている彼女自身のメタ認知も、こ
うした文脈でなら理解することができる。アルゼンチンのどの町で
も、人々が集う社交の場で「無意識」や「エディプス・コンプレッ
ス」を否定しようとするのは、カトリック神父の前でマリアの処女
懐胎を否定するのと同じようなものだという冗談があるそうだが、
あながち誇張ではないのかもしれない 2。



44

境
界
を
越
え
て

アルゼンチンの文化空間に、これほどにも精神分析が浸透したの
はいつからなのか。フロイトによって創始された知や実践は、どの
ような経緯をたどって現地社会に広く受け入れられるようになった
のか。前置きが長くなったが、わたしが考えたいのはこの点である。
とはいえ、問いそのものの考察に入るためには、取りあげるべき主
題や領域が広すぎる。さしあたり本論では、アルゼンチンの精神分
析を考えるに際してのウォームアップ的考察を行う。

2． アルゼンチン精神分析の現在

日本ではほとんど知られていないが、アルゼンチンは世界有数の
精神分析大国である 3。人口比に占める分析家の数は世界で最も多
く、2014年の時点で人口10万人につき200人以上存在している。
同じく2番目に多いフィンランドが57人、ノルウェーが54人であ
るのを見れば、アルゼンチンの突出ぶりがわかるだろう 4。一方、ア
ルゼンチン国内での分析家の偏在ぶりは著しく、全体の4割強が首
都ブエノスアイレス市に集中している 5。市内には分析家のオフィ
スが集中することから、俗に「フロイト村」（Villa Freud）と呼ばれる
地区があるほどで、ブエノスアイレス市が「精神分析の都」や「世
界の精神分析の首都」という異名をとるゆえんである。
国際的にみてもアルゼンチンの分析家のプレゼンスは高い。1910

年にジークムント・フロイトによって創設された「国際精神分析協
会」（Internatinoal Psychoanalytical Association、以下 IPA）は、全世界に1

万2000人の正会員と5500人の訓練候補生を抱え、70以上の加盟
団体を傘下に持つ世界最大の精神分析の団体だが、2022年の時点
で、アルゼンチン国内の6つの精神分析協会・学会が IPAに加盟し、
その半数がブエノスアイレスに拠点を置いている。また、初代会長
カール・グスタフ・ユング以降、IPAの歴代会長は欧米出身の男性
に限られてきたが、初めて欧米圏以外から IPA会長を輩出し、また
初の女性会長を送り出したのは、いずれもアルゼンチンである 6。
アルゼンチンは、スペインや他のラテンアメリカ諸国の精神分析

運動に大きなインパクトを与えたことでも知られている。たとえば
IPAにアフィリエイトしたブラジルの精神分析第1世代がトレーニ
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ングを受けたのは、ヨーロッパではなくアルゼンチンにおいてであ
った。1942年に創設されたアルゼンチン精神分析協会（Asociación 

Psicoanalítica Argentina、以下APA）は、他のラテンアメリカ諸国での精
神分析協会の設立に深く関わった。ウルグアイ精神分析協会は事実
上APAの支部として機能し、メキシコ精神分析協会は長年にわたり
APAの監督下にあった。スペインでは、1970年代に亡命してきたア
ルゼンチン人分析家たちによって、初のラカン派精神分析協会が創
設された 7。
近年では、精神薬理学的な処方や認知行動療法の広がりをうけて、

時間と費用がかかり「実験的有効性を欠く」とされる精神分析は、
衰退しつつあるというのが世界的な趨勢らしい 8。だが、すくなく
ともアルゼンチンの状況を見るかぎり、必ずしもそうとは言えない
ようだ。2011年から翌年にかけての調査によれば、ブエノスアイレ
スの公立病院では精神治療の半数以上が精神分析によって行われ、
残る4割も部分的に認知療法を取り入れてはいるが、基本的には精
神分析の手法を用いた折衷法がとられている。精神分析は依然とし
て精神療法の主流でありつづけているのである 9。
アルゼンチンにおける精神分析の浸透ぶりは、諸外国のメディア

から驚きをもって受け止められてきた。2009年10月19日の『ウォ
ール・ストリート・ジャーナル』紙は、「GDPが落ち込んでもアル
ゼンチンは国民一人当たりの分析家の数で世界をリードする」と題
する記事を掲載し、アルゼンチンにおける精神分析の商業的成功に
ついて報じている 10。スタジオの寝椅子に横たわった大物スターを
分析するリアリティ番組の人気や、ラジオのセラピー番組やウェブ
配信を通じての視聴者からのレスポンスの多さ、精神分析のトーク
ツアーの成功、精神分析症例集のベストセラー等々、精神分析家ガ
ブリエル・ロロンの稼業が、「ロックスター並みの人気」を誇ってい
ること。ロロン流のメディア露出や精神分析の大衆化に対しては他
の分析家からの風当たりが強いが、メディア化された精神分析は、
アルゼンチン社会が抱える「喪失と苦痛」に対処するために有効で
あるとのロロンの反論が紹介されている。
他方、ここ数年のコロナ禍は、ブエノスアイレスのセラピー環境

を一変させた。2020年7月21日付けのコロンビアの新聞『エル・ウ
ニベルサル』紙電子版は、ロックダウンのもとでのセラピー実践を



46

境
界
を
越
え
て

取り巻く困難について報じている 11。ブエノスアイレスでは同年3

月20日から11月9日まで厳しいロックダウンが課された。外出禁
止措置命令を受けて、住民は電話やオンラインによるセラピーを余
儀なくされた。記事ではじっさいにリモートセラピーを受けている
人々の声が紹介されている。46才のロミナ・カイラは、自閉症の4

才の娘と71才の母親を抱え、自身も心臓と腎臓に病気を抱えている
ので外に出ることはできない。パンデミック前は毎木曜に心理士に
会っていたが、ロックダウン中は自宅のトイレの便座に座って音声
通話でカウンセリングを受けている。それでも「まったくなくなっ
てしまうより、電話であっても45分間のセッションを受けられる
ほうがずっとマシ」という。人材派遣会社を経営する37才のマリ
アナ・フェブレは、リモートワークと子育てのかたわら、ガレージ
に止めた車の中やマンションの非常階段に座ってセッションを受け
ている。医学生のソフィア・アサルはビデオ通話で分析を受けてい
るが、家族と同居しているので、分析家と「ふたりきり」になるた
めにテラスに出たり、寝室に閉じこもって家族に聞かれないよう小
声で話したりしなければならない。wifiの信号が着いたり消えたり
するたびに、治療者の顔がフリーズしたり自分の顔がひどいものに
なるので、そのつど絶望的な気分になるという。
いずれのクライエントにも共通しているのは、ドアを閉め切って

分析家と「ふたりきり」になれるカウンセリング室でのリラックス
した環境を、心底恋しがっていることである。一方、治療者は別の
理由から対面での治療の必要性を強調している。IPA会員の分析家
マリア・イネス・ソテロによれば、バーチャル・セッションに慣れ
て治療者-クライエント間の絆の維持や転移が可能になれば、一定
の効果は現れる。しかし根源的な治療に至るためには、本来的に
「そこにいること」（presencialidad）は絶対条件である。ロミナ・カイ
ラを診ているマリア・クララ・ベニテス・カアマーニョは認知行動
療法の専門家だが、電話での治療には限界があるという。リモー
ト・セラピーではすべての身ぶりや身体的な動きを「読む」ことが
できず、身ぶりや動きをつうじて患者が伝える苦痛の「読解」を行
うことができないからである。カアマーニョによれば、強い鬱状態
や摂食障害、恐怖症に苦しむ人たちにとって、治療者の直接的な現
前は必要不可欠である。
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アルゼンチン応用社会心理学研究所のアンケート調査によれば、
メンタルヘルス指標のマイナス度は全測定値のなかで最も大きく、
7割近くの人が新型コロナによるメンタルヘルスの悪化を訴えてい
る。ネガティブな感情・認知の上位5項目は、「不確実さ」、「心配」、
「焦燥」、「悲嘆」、そして感染ならびにパンデミックが長期化するこ
とへの「恐怖」である。また、8割以上の分析家や心理士が外来診
療を再開すべきであると主張している。ロックダウン解除後は対面
診療が再開されたが、パンデミックの経験がアルゼンチンのセラピ
ー文化にどのような影響を与えたかについては、今後の状況をつぶ
さに見ていかなければならないだろう。

3． 「問い」としてのアルゼンチン精神分析

「精神医療の先進地域とはいいがたいラテンアメリカの一国に、
なぜ精神分析などという近代的な治療の技が深く根づいたのか」。
新聞・雑誌やインターネット上のメディアでこれまで何度もくりか
えされてきた問いである。
これに対しては、紋切り型の理由付けがなされてきた。ひとつは

アルゼンチンの国民形成の歴史に理由を求める「国民気質論」。も
うひとつは、アルゼンチンの政治・経済的な浮沈の激しさに理由を
求める「社会反映論」である。前者は19世紀末の歴史に原因を求
め、後者は20世紀の社会状況に原因を求めている点で違いはある
が、どちらも素朴な〈アルゼンチン特殊論〉を前提としていること
に変わりはない。そこからは、「なぜ他でもない精神分析なのか」
―他の療法や宗教ではなく―、「なぜアルゼンチンなのか」―
同じような移民国や政治・経済の不安定な国があるにもかかわらず
―という基本的な問いが欠落している。
最も多く見かけるのは「国民気質論」である。例をあげよう。た

とえば、日本で唯一アルゼンチンの精神分析を扱った著作『精神分
析の都─ブエノスアイレス幻視』のなかで、筆者である比較文学
者の大嶋仁は次のように記している 12。

　旧大陸での精神分析への文化上の抵抗は、新大陸ではあまり
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見られなかった。とくにニューヨークやブエノス・アイレスの
ように、種々雑多な人種が次から次へと移民して来たような雑
居地域では、ユダヤ人だけでなく非ユダヤ人までもが精神分析
を喜んで受け入れるという事態が起こったのである。それは、
伝統のない自由な新社会には旧社会の偏見がなかったから、と
いうことではない。むしろ、移民やその子孫たちが、旧世界の
伝統から離脱した一方で、新大陸にも馴染めぬ宙ぶらりんの人
間となったこと、その宙ぶらりんの状態が彼らをして言い知れ
ぬ孤独と不安に陥らせた、ということによるのである。精神分
析は、そういう社会と伝統を喪失した不安定な個人に、一種の
自己構築作業を施すことで、心的安定を与える役目を果たして
きたのである 13。

さらにこうした国民的心性の表現を、タンゴのリリシズムと結び
つけて次のように述べている。

　土着の文化が跡形もなく消え、西欧文化の断片ばかりが散在
するこの環境、当然、精神的空白感と不安感を深刻化する。後
に捨てた故郷への中途半端な未練、新天地で経験した幻滅の悲
哀……これらが繰り返しタンゴで歌われるのも、もっともであ
る。タンゴこそはポルテーニョ（ブエノスアイレス人）的な心情の
表現である。［中略］社会的絆の脆弱なブエノス・アイレスのよ
うなところでは、自己はタガのはずれた浮遊物になりやすい。
広い空間に勝手に投げ出され、勝手に振る舞う個人の群れ。い
かにも自由に見えるが、個人としての限界あるいは境界線が見
定めがたく、自己が勝手に膨張し、容易に狂気に陥るのであ 

る 14。

根無し草性からくる「孤独と苦痛」がアルゼンチン人の国民性を
構成しているとの見方は、ホルヘ・ルイス・ボルヘスをはじめとす
るアルゼンチンの文学者や文化人によって広く支持されてきた。別
離や喪失を歌い上げるタンゴを根無し草的な国民的心性と同一視す
る見立ては、ひとつの文化的クリシェになっているといっていい。
大嶋は、20世紀初頭からアルゼンチン社会に根強く存在してきたナ
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ルシシスティックな国民文化論を、精神分析に安易に繫げているの
である。もっとも、これは大嶋独自の見方というわけではない。国
の内外を問わず多くの分析家が国民気質と精神分析を関連づけてき
た 15。アルゼンチンの精神分析はメランコリックな国民心性と結び
つけられ、タンゴと結合して、いまや文化産業の体をなしているの
である 16。
しかし、アルゼンチン精神分析の「国民気質論」を支える歴史認

識には、根本的な錯誤がある。アルゼンチンの精神分析史に詳しい
思想史家マリアノ・B・プロトキンが指摘しているように、精神分
析による治療実践が本格的に社会に広がったのは、1950年代後半の
精神医療システム改革や大学改革が実を結んだ、1960年代以降のこ
とである。精神分析が広がった理由を19世紀末に生じた移民流入
による社会変動に求めるには、いささか時間的距離があきすぎてい
る。また、アルゼンチンで精神分析の思想的な受容が始まったのは
1930年代に入ってからのことである。1910年代から20年代にかけ
て精神分析を受容したペルーやブラジルなどと比べて、アルゼンチ
ンでの受容時期は遅かった 17。もし移民社会の形成によって生じた
「宙ぶらりんの状態」が精神分析浸透の理由であるとするなら、アル
ゼンチンでの受容がペルーやブラジルより遅れた事実の説明がつか
ない。
仮に「宙ぶらりんの状態」からの救済を求めてアルゼンチン人が

精神分析を受け、それが精神分析の広がりに結びついたと仮定して、
なぜ他の知的・精神的な体系ではなく精神分析だったのか。同様に
「宙ぶらりんの状態」が生じたはずの他の移民国で起きなかった現
象が、なぜアルゼンチンでは生じたのか。他のラテンアメリカ諸国
に遅れて受容したにもかかわらず、なぜアルゼンチンは精神分析の
「先進国」になったのか。アルゼンチンで精神分析が広く実践され
てきた理由を探るためには、こうした問いが必要不可欠なはずだが、
「国民気質論」はこれらの問いによって開かれる言説圏域を閉止に
追い込み、思考停止を招いてしまう。
同じことが「社会反映論」についてもいえる。アルゼンチンは

1920年代までは近代化の優等生だったが、1930年代以降は政治・
経済的な浮沈を繰り返し、軍事政権と文民政権がめまぐるしく入れ
替わる不安定な政治状況がつづいた。社会的な不安定さから、アル
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ゼンチン人は自然と
4 4 4

精神分析を必要とするようになったというのが
「社会反映論」の主旨である。先の『ウォール・ストリート・ジャー
ナル』紙の記事のなかで、分析家ロロンは、アルゼンチンが「精神
分析のナンバーワン」である理由として、アルゼンチンの政治が極
端に二極化し、貧富の差が激しくなったことに加え、「グローバル経
済に奉仕するために米国との虐待的な関係を耐えなければならなか
った国」である点をあげている 18。心理士アンヘリカ・アルファ
ロ・リオやジャーナリストのジョー・ゴールドマンは、アルゼンチ
ンが経験してきた経済的・社会的な盛衰の激しさが人々をノイロー
ゼに追いやり、心理的な助けを必要とさせてきたと述べている 19。
しかし、仮に社会的な激変が理由であったとして、やはり先にあげ
た問いへの応答が要請されるはずだ。なぜ精神分析だったのか。な
ぜ同様の状況にあった他国では起きなかったのか。むしろこの場合
重要なのは、政治的・経済的な困難のゆえに

4 4 4

ではなく、様々な困難
にもかかわらず
4 4 4 4 4 4 4

、精神分析が支持されつづけた所以ではなかろうか。
だが、「社会反映論」は「国民気質論」同様の思考停止をもたらして
しまう。
問われなければならないのは、アルゼンチン精神分析という「現

象」を問題化するときに、ほとんど自動的といっていい仕方で、〈ア
ルゼンチン特殊論〉が措定されてしまう理由である。アルゼンチン
はその移民の歴史のゆえに、また政治・経済的な不安定さのゆえに
本質的に精神分析的
4 4 4 4 4 4 4 4 4

であるとする前提は、おのずと次の命題を措定
してしまう。すなわち、アルゼンチンにおける精神分析の発展は、
アルゼンチンという「他なる存在」に内在する特殊な問題であって、
他の国々との比較は不可能である。アルゼンチン国民が移民一世か
ら代々受け継いできた情動的な気質や、特殊な社会環境から獲得し
た情動反応が、彼らをして衝動的に精神分析に向かわせるのである
から。アルゼンチン精神分析は、はじめからアルゼンチン国民のリ
ビディナルな情動によって構成されていたというわけだ。
しかし、それでは「アルゼンチン精神分析」の内実は飛び越され

てしまい、フロイト思想がじっさいにどのように受容されローカル
な知として作り直されたかという問題領域は抑圧されてしまう。そ
の意味で、アルゼンチン精神分析の「国民気質論」や「社会反映論」
は、アルゼンチンにおける精神分析のダイナミズムを思考せずにす
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ませるための思考停止装置、ないしはアルゼンチンの精神分析をめ
ぐる問いの圏域を、精神分析の言説領域の外部に排除するための言
説装置として機能しているのである。

4． アルゼンチン精神分析史研究が拓く可能性

精神分析史の余白に書き込まれたエキゾチックな「症例」として
ではない仕方で、アルゼンチンの精神分析を取りあげることはでき
ないだろうか。またそこにはどのような意義があるだろうか。精神
分析の主流な理論や学派を生みだした側からではなく、精神分析を
受容した側から見ることによって、これまでとは異なる精神分析史
研究の視座を得ることはできないだろうか。紙幅も尽きてきたので、
最後にひとつの可能性を示しておきたい。
まずは従来の精神分析史の叙述の特徴を確認しておこう。プロト

キンの分類に従えば、主な精神分析史語りは大きく3種類に分かれ
る 20。最も多いのは「人物史」的な語り、とくに「精神分析の父」フ
ロイトの伝記を精神分析の歴史と重ねる叙述である。よく知られる
ように、この人物史語りを創始したのはフロイト自身である。1914

年という早い時期に書かれた「精神分析運動の歴史のために」のな
かで、フロイトは自分自身を精神分析の創造主と位置づけ、精神分
析の歴史をフロイト個人の受難の歴史と重ねて叙述した 21。社会か
ら加えられる圧力に抗する孤高の「抵抗者」としてフロイト＝精神
分析を描く叙述は、生涯を通じた友人で同僚のアーネスト・ジョー
ンズによる『フロイトの生涯』などにも共通している 22。2番目は精
神分析の誕生を可能にしたウィーンの文化的・社会的・政治的状況
を強調する「文脈主義」である。カール・E・ショースキーの『世
紀末ウィーン─政治と文化』がその代表で、政治的な挫折がフロ
イトの精神分析への内向を促したとする見方をとる 23。3番目は精神
分析を精神力動の系譜に位置づけるもので、アンリ・エレンベルガ
ーの異彩を放つ労作『無意識の発見』に代表される 24。
フロイトが提唱して以来、標準的に用いられるようになった「精

神分析運動」という表現に象徴されているように、多くの場合、こ
れらの精神分析史は、欧米の分析家や精神分析を歴史の行
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為主体と
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して描いてきた。精神分析的な知や実践の広がりは、歴史的行為主
体が坐すウィーン（のちにロンドン）から〈周縁〉各国への影響力の
波及として捉えられた。権威的な〈中心〉が〈周縁〉に知を授け、
〈周縁〉での知的・実践的努力の成果が〈中心〉に還元されて、〈中
心〉が管理する知のアーカイヴはいっそう肥え太る、といった具合
にである。
欧米を主体とするこうしたコロニアルな構造の精神分析語りに対

して、精神分析を受容した〈周縁〉からの精神分析史叙述は、異な
る視点を可能にする。たとえばアルゼンチンでの精神分析を考える
際には、起点をどこにおくかという問題をまず最初に提起せずには
おかない。系譜学的探査を行ったエレンベルガーを別とすれば、欧
米中心の精神分析史では、起点を問うこと自体想定外だ。フロイト
が精神分析の起源であることは自明の理だからである。しかし、ア
ルゼンチンではそうはいかない。たとえば、APAが担う正史語りに
よれば、ローカルな精神分析に端緒がつけられるのはAPAが創設さ
れた1942年である 25。しかし、分析家で歴史家のウーゴ・ベセッテ
ィの指摘にあるように、精神分析家が誕生する以前の時点で、すで
に「フロイト思想」（�eudismo）はアルゼンチンの医療や文学などの
領域で語られ、大衆雑誌などをつうじて社会の幅広い層で受容され、
多様な領域に根を下ろしていた 26。フロイト思想は、あるときは厳
密科学のひとつとして、あるときには伝統的・日常的な世界観と近
代知を繫ぐ結び目として自由に読まれていたのである 27。

APAが推奨してきた正史語りは、APAの発展とアルゼンチン精神
分析の進展を同一視し、APAを中心に精神分析的社会を空間的に再
配置しようとしてきた。いうまでもなくその構図は、APAが仰ぎみ
る精神分析の世界的中心である IPAが作りだした、コロニアルな
〈中心-周縁〉語りの再演に他ならない。しかし現実には、APAの影
響力は知識人層のごく限られた領域に閉じられていた 28。APAの発
展史だけでアルゼンチン精神分析の発展・浸透を説明するのは、事
実上不可能である。アルゼンチンの精神分析のダイナミズムを理解
するためには、APAだけでなく、APAの制度の外部でフロイト思想
がどのように読まれ、いかなる知の回路で現地の医療システムと結
びつき、誰のどのテクストを通じて文学や芸術の領域に浸透したの
か、どのような媒介項によって翻訳・翻案されたことによって下層



53

〈
周
縁
〉
精
神
分
析
考

中産階級の人々に受け入れられたのか、といった点が明らかにされ
なければならない。理論や実践の移動がもたらした複数性や「間-

性」（betweenness）が刻印されている以上、アルゼンチン精神分析は、
たったひとつの起源には還元されえないのである。
また、現実世界の政治的暴力に対する IPAの徹底したデタッチメ

ントに象徴されているように、精神分析の政治的中立性を厳命した
フロイト以降、〈中心〉の精神分析語りは、精神分析と政治の結びつ
きについてほとんど語ってこなかった。ジャック・デリダはこれを
厳しく批判した。1981年にパリで開かれた「フランス=ラテンアメ
リカ会議」の講演のなかで、デリダはアルゼンチンの軍事独裁政権
下（1976-1983）での苛烈な人権侵害を念頭に置きつつ、強制失踪や
拷問に代表される政治的暴力と精神分析が共存する領域を「精神分
析のラテンアメリカ」と呼び、精神分析はその領域に降り立たなけ
ればならないと主張した 29。デリダが過たず示唆しているように、
アルゼンチンから精神分析を見ることは、精神分析が本来結んでい
るにもかかわらず抑圧してきた政治との密接な関係を前景化せずに
はおかない。軍事独裁政権との関係だけではない。ペロニズムの経
験や新左翼運動の広がりのなかで、フロイトの社会学的な読みやマ
ルクス主義的な読みが深められ、現地の政治理論や運動、精神分析
のリベラルな実践へと繫げられた。ラカンやアルチュセールはロー
カルな政治言語へと翻訳・翻案され、変化の激しい現地の政治や社
会を理解するための理論的な武器として援用され、たえず検証され
なおした。のちにラカニアン・レフトとして知られることになるエ
ルネスト・ラクラウが、この時期のアルゼンチンを席捲した政治運
動や理論の経験を出発点としていたことを想起してみれば良い 30。
現在では、アルゼンチンから開始された「グローバル・サウスから
のフェミニズム」運動の理論家や人権組織のメンバーらが、ラクラ
ウやドゥルーズの受容をつうじて自分たちの運動理論を構築してい
る 31。
アルゼンチンは精神分析を消費しただけで、精神分析の主流とな

る理論や独自の学派を生みださなかったから、精神分析史の枠外に
置いて良いとする見方は、専門家のあいだに広く潜在している 32。
だが、アルゼンチンの精神分析が新たな理論や学派を生まなかった
事実は、精神分析の受動的な受容者であったことを意味しない。ア
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ルジュン・アパデュライが言っているように、「消費のあるところ快
楽があり、快楽のあるところ行
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為性がある 33」。精神分析を受容した
〈周縁〉から考えるということは、いいかえれば受容者側における知
の消費が生みだす「快楽の行為性」、その「ブリコラージュ的戦術」
（セルトー）を探究することにほかならないのである。
デリダのひそみに倣えば、「アルゼンチン精神分析」ではなく「精

神分析のアルゼンチン」が探究されなければならないのかもしれな
い。精神分析が散種された地域において、大文字の政治だけでなく
小文字の政治と精神分析の関係を明らかにしていくこと。〈周縁〉
での精神分析のダイナミズムを明らかにすることによって、〈中心〉
の行為主体の軌跡によってだけではない、オルタナティヴな精神分
析のカルトグラフィを描くことができるのではないか。ひいてはこ
れら一連の作業を通じて、〈中心〉の正史語りによって排除され、抑
圧されてきた、心的なものをめぐるグローバルな知の営みに光を当
てることができるのではなかろうか。

注
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